
 

 

 

 

 

 

さすが６年生！最上級生の考えは立派！（道徳科の授業感想より） 

 先日、ホームページでお知らせしたとおり６年生の授業公開がありました。私（校長）は、２時

間続きの道徳科の授業を行いました。授業後の感想がすばらしかったので、全校生へ紹介します。 

（低学年の皆さんは担任の先生か、お家の人に読んでもらってください。） 
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・希望について深く考えられました。そんなに大きいりっぱなものじゃなくても、かなったとしても 

 かなわなかったとしても、希望を持つことが大切だとわかりました。 

・希望は大きかろうが、小さかろうがもつことで「がんばろう」と思えるし、その希望がまた他の人 

の希望とつながるかもしれない、ということが大切だとわかりました。 

・希望はでっかくなくていいんだと思いました。今自分がじゅんすいにやりたいことをまっすぐ続け

ていきたいと思いました。 

・今まではそんな希望なんてない、と思っていたけど、今の目標である「習字のコンクールでいい賞

をとる」ということも、これからは希望の一つだと思っていました。 

・私は、今回の授業で「希望」とは大きなもの「うお～」みたいにがんばるものではなく、身近な「楽

しみみたいなこと」でいいんだなと思いました。これからもっと希望を作って楽しく過ごしていき

たいです。 

・私は、この学校に転校してきて、先生もクラスのみんなもやさしく、楽しく、うれしい気持ちにな

りました。そして、自分の希望で目標を決めました。「毎日、楽しい気持ちで生きる。」が目標です。

この目標に向かってがんばりたいです。 

校長先生は、皆のささやかな希望に目を向けて日々をがんばろうという姿勢にとても

感動しました。常葉小自慢の６年生をこれからも応援していきます。 

他の学年の皆さんもせんぱいを見習って毎日を希望をもってすごせるといいですね！ 


